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那
珂
市
の
財
政
事
情

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状

況
を
お
知
ら
せ
し
、
市
政
運
営
の
状
況

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
豊
か

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
毎
年
２

回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
４
・
５
月
の
出

納
整
理
期
間
に
収
入
・
支
出
の
整
理
が

で
き
る
た
め
、
最
終
的
な
決
算
額
は
５

月
末
日
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
回
は
３
月
末
現
在
に
お
け
る
予
算
の

執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

最
終
的
な
決
算
額
に
つ
い
て
は
、「
広

報
な
か　

月
号
」で
掲
載
す
る
予
定
で

１１

す
。

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
合
計

に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が　
・
２
％
、

８８

支
出
済
額
の
割
合
が　

・
９
％
と
な
っ
て

６５

い
ま
す
。
支
出
済
額
の
割
合
が
や
や
低
い

の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
事
業
が
年

度
内
に
完
了
で
き
ず
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
災

害
復
旧
の
た
め
の
補
正
予
算
の
支
出
が
、

事
務
手
続
き
の
都
合
で
４
月
以
降
（
出
納

整
理
期
間（
注
））
に
な
る
た
め
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
配
当
割
交
付
金
や
財
産
収

入
が
予
算
額
を
大
き
く
超
え
て
収
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
原
資
と
な
る
県
民

税
配
当
割
の
税
収
や
土
地
（
市
有
地
）
の

売
り
払
い
に
よ
る
収
入
が
見
込
額
を
大
き

く
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
一

�
一
般
会
計

支出割合
（Ｂ）/（Ａ）

支出済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）歳出科目

９５．７２６７，５１６２７９，６６５議 会 費
６０．６２，６３９，２８８４，３５５，４８７総 務 費
８２．７４，６３２，５３８５，５９９，９７９民 生 費
８５．２１，１５３，２３７１，３５４，０４４衛 生 費
４７．７４０３，２１７８４５，４１４農林水産業費
７７．６１４０，７５７１８１，２７９商 工 費
３０．３８６４，６１１２，８５０，２９３土 木 費
９５．２８４１，６６５８８４，４８９消 防 費
６５．８１，５９５，２０３２，４２２，６７９教 育 費
４４．８１，４５０，２４８３，２３５，１５７災害復旧費
９２．６１，８９４，６１６２，０４６，６８０公 債 費
２３．６１７，１８８７２，９３２そ の 他
６５．９１５，９００，０８４２４，１２８，０９８合　計

■一般会計歳出予算執行状況 （単位：千円、％）

※その他…諸支出金、予備費

収入割合
（Ｂ）/（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）歳入科目

１００．０６，７５８，５４２６，７５６，０９０市 税
１００．７３００，５３６２９８，３００地 方 譲 与 税
９７．４１５，４８５１５，８９３利 子 割 交 付 金
１２５．１１０，８２１８，６５２配 当 割 交 付 金
９７．４３，９３６４，０４１株式等譲渡所得割交付金
１０３．５４４０，２５１４２５，１８０地 方 消 費 税 交 付 金
１０６．３５６，３４９５３，０００自動車取得税交付金
１００．０８７，８００８７，８００地 方 特 例 交 付 金
１０４．３７，８４１，９７２７，５２１，８１２地 方 交 付 税
９４．２２６８，３９６２８４，９６６分 担 金 及 び 負 担 金
９８．６１８３，８２６１８６，３８４使 用 料 及 び 手 数 料
５７．７１，８０１，９４５３，１２５，２６０国 庫 支 出 金
３９．６６２０，１１９１，５６６，９５６県 支 出 金

１，０２０．５１１１，１６１１０，８９３財 産 収 入
０．００１０，５２５繰 入 金
１００．０１，１７２，７６７１，１７２，７６６繰 越 金
９７．８４９０，４８２５０１，７０７諸 収 入
５２．４１，０９１，１０５２，０８１，８０５市 債
１０９．５１７，６０２１６，０６８そ の 他
８８．２２１，２７３，０９５２４，１２８，０９８合　計

■一般会計歳入予算執行状況 （単位：千円、％）

※その他…ゴルフ場利用税交付金、交通安全対策特別交付金、
寄付金



広報なか６月号３

方
で
、
繰
入
金
や
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
市
債
の
収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
れ
や
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出

金
の
交
付
、
市
債
の
借
入
れ
が
、
事
務
手

続
き
の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
た
め
で

す
。

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
や
農
林
水
産
業

費
、
災
害
復
旧
費
の
支
出
割
合
が
低
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
震
災
に

よ
り
当
初
予
定
し
て
い
た
事
業
や
被
害
を

受
け
た
道
路
、
小
・
中
学
校
お
よ
び
農
地
・

農
業
用
施
設
等
の
復
旧
工
事
な
ど
、
や
む

を
得
ず
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
ざ
る
を
得
な

い
事
業
が
あ
る
ほ
か
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
や
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
支
出
が
事
務
手
続
き
の

都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
こ
と
が
そ
の
理

由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
歳
出
科
目
の
未
払

金
に
つ
い
て
は
、
出
納
整
理
期
間
に
支
払

わ
れ
る
予
定
で
す
。

（
注
）
出
納
整
理
期
間
と
は
、
会
計
年
度
終
了

後
の
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
５
月　
３１

日
ま
で
の
期
間
を
い
い
、
年
度
末
ま
で

に
確
定
し
た
債
権
・
債
務
を
完
了
さ
せ
、

現
金
の
未
収
・
未
払
い
の
整
理
を
行
う

期
間
で
す
。

�
特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
別
に

収
支
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算

現
額
合
計
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が

　

・
６
％
、
支
出
済
額
の
割
合
が　

・
６

７３

８２

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
に
お
い
て
、
県
支
出
金
の

交
付
や
市
債
の
借
入
れ
が
、
ま
た
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が
、
事
務
手
続
き
の

都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
な
ど
の
理
由
で

収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
整
備
事
業
に
お
い
て
、
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
下
水
道
や
農
業
集
落

排
水
の
排
水
管
等
の
復
旧
工
事
な
ど
、
や

む
を
得
ず
翌
年
度
に
繰
越
し
て
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
が
あ

る
こ
と
、
公
園
墓
地
事
業
に

お
い
て
は
、
一
般
会
計
へ
の

繰
出
し
が
、
事
務
手
続
き
の

都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
こ

と
か
ら
支
出
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
那

珂
地
方
公
平
委
員
会
に
お
い

て
支
出
割
合
が
低
い
の
は
、

平
成　

年
度
中
に
委
員
会
を

２３

開
会
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
の

未
払
金
に
つ
い
て
は
、
出
納

整
理
期
間
に
支
払
わ
れ
る
予

定
で
す
。

�
市
税
負
担
の
状
況

　

市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
市
税
は
、
財
政
運
営
上
極

め
て
重
要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正
公

平
な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
に
お
け
る
市

２４

３１

税
の
収
入
済
額
は　

億
５
８
５
４
万
２
千

６７

円
で
、
１
人
あ
た
り　

万
１
０
４
５
円
を

１２

負
担
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１人あたりの
負担額（円）

１世帯あたりの
負担額（円）

収入済額
（千円）税　目

４８，６０１１２８，３５３２，７１３，６４２市 民 税

５８，１９４１５３，６８６３，２４９，２３４固 定 資 産 税

２，０６０５，４４１１１５，０３４軽 自 動 車 税

６，６２１１７，４８５３６９，６６９市 た ば こ 税

５，５６９１４，７０９３１０，９６３都 市 計 画 税

１２１，０４５３１９，６７４６，７５８，５４２合　計

■市税負担の状況

※世帯数２１，１４２世帯、人口５５，８３５人（平成２４年３月３１日現在）

支出割合
（Ｃ）/（Ａ）

支出済額
（Ｃ）

収入割合
（Ｂ）/（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）会計名

９０．３４，６９９，０９６９１．１４，７４２，６０８５，２０６，２０３国民健康保険
　（事業勘定）　

６６．１１，７０９，９７９４７．５１，２２９，９５７２，５８８，８２７下 水 道 事 業
１７．４２，５５３９５．１１３，９５９１４，６８４公園墓地事業

５４．５６００，４３６３１．７３４９，６９９１，１０１，５３３農業集落排水
整 備 事 業

９０．５３，１７６，１３９７８．３２，７４７，５３２３，５０８，０３８介 護 保 険
（保険事業勘定）

８８．１１２１，０４５３２．０４３，９６６１３７，３３３上菅谷駅前地区
土地区画整理事業

９７．０４２１，８３７９９．６４３２，８０７４３４，７０２後期高齢者医療
１２．９５８１７８．０８０１４５０那珂地方公平委員会
８２．６１０，７３１，１４３７３．６９，５６１，３２９１２，９９１，７７０合　計

■特別会計歳入歳出予算執行状況 （単位：千円、％）
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�
市
債
現
在
高

�
一
時
借
入
金

�
市
有
財
産
現
在
高

�
水
道
事
業
会
計

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た

際
に
、
国
や
民
間
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
た
資
金
で
あ
り
、
公
債
費
と
し

て
支
出
し
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２３

１０

２４

月　

日
ま
で
に
、
公
債
費
と
し
て　

億
７

３１

１４

６
７
万
９
千
円
の
元
金
を
返
済
し
た
一
方

で
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
下
水
道
事
業

債
、
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
債
な
ど　
１７

億
１
７
７
０
万
５
千
円
を
借
り
入
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成　

年
３
月　

日
の
現
在

２４

３１

高
は
、
３
２
７
億
２
２
４
１
万
５
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
一
時

的
に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金

が
不
足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足

を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当

該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２３

１０

２４

月　

日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、
一
時

３１
借
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
地
は
、
旧
水
戸
ニ
コ
ン
第
一
寮
跡
地

等
を
取
得
し
た
も
の
の
、
上
菅
谷
停
車
場

線
代
替
地
や
静
駅
前
住
宅
跡
地
、
竹
ノ
内

地
内
な
ど
の
市
有
地
の
売
却
等
に
よ
り
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
旧
水
戸
ニ
コ
ン
第
一
寮
の
取

得
等
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

債
権
は
、
震
災
に
伴
い
災
害
援
護
資
金

貸
付
制
度
に
よ
る
貸
付
金
の
債
権
が
皆
増

と
な
っ
た
も
の
の
、
自
治
金
融
資
金
預
託

金
の
回
収
お
よ
び
老
人
性
痴
呆
疾
患
病
棟

等
整
備
資
金
貸
付
金
の
返
還
な
ど
に
よ

り
、
債
権
の
総
額
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金

へ
積
み
立
て
た
ほ
か
、
震
災
復
興
ま
ち
づ

く
り
基
金
の
新
設
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様

に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収

支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入
は
水
道
料

金
収
入
、
支
出
は
給
水
の
た
め
の
経
費
や

人
件
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。
収
支

状
況
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布

設
な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の

で
す
。
収
支
状
況
は
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
内
部

留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�����

財政課財政グループ
�２９８－１１１１

（内線５２２・５２３）

執行率
（Ｂ）/（Ａ）

収入・支出済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）区　分

９６．０１，１４９，０３８１，１９７，０５７収入
収益的収支

９０．３１，１７０，６５９１，２９５，７５７支出
２０．０４１，０１８２０５，１８０収入

資本的収支
６９．１３７６，３９２５４４，７８３支出

■水道事業会計 （単位：千円、％）

平成２４年　　
３月３１日現在増　減平成２３年　　

９月３０日現在単位区　分

１，７３７，１２７△３８８１，７３７，５１５㎡土 地
１６６，９７１９０６１６６，０６５㎡建 物
１３，３１９０１３，３１９千円有 価 証 券
８２，６５６０８２，６５６千円出資による権利
８，３９１△１０，２１９１８，６１０千円債 権

５，５６４，９８５１，５５０，０１７４，０１４，９６８千円基 金

■市有財産現在高

※水道事業会計分は含まない

平成２４年　　
３月３１日現在増　減平成２３年　　

９月３０日現在区　分

１３３，１２０△３０，９１０１６４，０３０総 務 債
３２，６７４６１２３２，０６２民 生 債

１，０１８，９０２△９２，５２０１，１１１，４２２衛 生 債
３３４，０２５△２２，８９１３５６，９１６農 林 水 産 業 債

１，０９１，３５３△１３１，１４３１，２２２，４９６土 木 債
２４，６０００２４，６００河 川 債

２，３６５，０１１△３９，５９５２，４０４，６０６都 市 計 画 債
４９５，１５６△３４，２０１５２９，３５７公 営 住 宅 債
１６９，９９０△４８，０２０２１８，０１０消 防 債

２，９５１，５７６△２０２，０９９３，１５３，６７５教 育 債
８４５，４０６△７３，７８８９１９，１９４減 税 補 て ん 債
９４，５８１△７，３８４１０１，９６５臨時税収補てん債

７，２５８，１８５８８１，７９６６，３７６，３８９臨 時 財 政 対 策 債
２９，１３９△８，７０６３７，８４５茨 城 県 振 興 資 金

１６，８４３，７１８１９１，１５１１６，６５２，５６７小　計

１０，５３０，５４２２８，５２３１０，５０２，０１９下 水 道 事 業 債
３，５８８，９７１１２６，７８３３，４６２，１８８農業集落排水整備事業債
８４５，８４６△１１，７２０８５７，５６６土地区画整理事業債
９１３，３３８△２４，７１１９３８，０４９水 道 事 業 債

３２，７２２，４１５３１０，０２６３２，４１２，３８９合　計

■市債現在高（元金） （単位：千円）
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元公立高等学校長／昭和３９年に緑岡高校に奉職され、茨
城県教育委員会職員第二課勤務、日立北高校長、茨城県
教育センター次長、緑岡高校長を歴任され平成１４年３月
に日立一高校長を退任されるまでの
３８年間高校教育にあたられ、緑岡高
校長時代には高等学校教育研究会会
長を務められました。
　県教育委員会勤務時は、特色ある
学校づくりや小規模高校の活性化の
施策を企画するなど教育環境の向上
に寄与されました。

瑞宝小綬章
日座彬人さん
（菅谷）

　春の褒章・叙勲、危険業務従事者叙勲が発表されました。
市内では、地方自治や教育に長く貢献したかたに贈られ
る春の叙勲に村上好三さん（額田南郷）など４人が、警
察官や消防など危険性の高い公務に励んだかたに贈られ
る危険業務従事者叙勲に小林紀男さん（中台）など５人
がそれぞれ選ばれ栄誉に輝きました。
　受章者の皆様、おめでとうございます。

元公立小学校長／昭和２９年に教員の道に進まれ、阿字ヶ
浦中（ひたちなか市）、瓜連中、菅谷東小、菅谷小で校長
を務められるなど、４２年間にわたり教育に尽くされまし
た。また、退職後も、菅谷をはじめ
とする市内５つの幼稚園長を務めら
れた後、平成１７年から６年間、那珂
市教育長として那珂市の教育発展に
寄与されました。教育長時代には、
市内の子どもたちに自覚と誇りを持
たせるため、「なかっこ宣言」の策定
を積極的に進められました。

瑞宝双光章
平松俊男さん
（戸崎）

元消防監／昭和３９年に那珂町で初の消防組織１期生とし
て、那珂町消防本部消防吏員を拝命。西消防署長を歴任
し那珂瓜連地区事務組合消防長で退職するまでの３９年４
か月責任者として多くの指揮を執
り、市民の安心安全に努められまし
た。特に、昭和５２年に結成された救
助隊の初代隊長に任命されたとき
は、自ら率先して行動するととも
に、人命救助にあたる隊員の安全に
も細心の注意を払いながら任務を遂
行されました。

瑞宝双光章
海野　眞さん
（鴻巣）

元警察／昭和３４年に茨城県警察に奉職され、平成１２年に
龍ヶ崎警察署で退職されるまで、地域の治安維持に尽く
されました。現在の地域課関連の勤務が比較的長く、パ
トロールなどを行い、地域の住民の
かたがたの安全・安心のために力を
注がれました。職務にあたられる際
には、地域のかたがたが安全に生活
するために、自分になにができるか
を常に考え、目の前で起きているこ
と１つひとつに全力で取り組むこと
を心がけていたそうです。

瑞宝双光章
佐藤正昭さん
（菅谷）

元公立小学校長／昭和４０年に鷲子小（現常陸大宮市）に
奉職され、校長としては、天下野小（現常陸太田市）、水
戸三中、瓜連小を歴任されました。また、教育行政にも
長く関わり、茨城県近代美術館準備
室時代に携わった美術館の立ち上げ
が特に印象に残っているそうです。
退職後は、高齢者を対象にした絵画
教室を開いているほか、瓜連地区ま
ちづくり委員会の副委員長を務めら
れるなど、地域自治にも貢献されて
います。

瑞宝双光章
寺門征也さん
（下大賀）

元警察／昭和３５年に茨城県警察に奉職され、平成１３年３
月に茨城県警察本部組織犯罪対策課で退職されるまでの
４１年間、主に刑事として事件事故の捜査に全力を傾け、
市民の安心安全に努められました。
特に最初に配属となった鹿島警察署
での１０年は、「街が発展にするにつ
れ、事件や事故も多く不眠不休の毎
日で大変だった」と振り返られてい
ました。
　現在は地域の防犯パトロール員と
して活躍されています。

瑞宝双光章
片岡達志さん
（南酒出）

元警察／昭和３７年に茨城県警察に奉職されると、主に鑑
識業務に従事して、平成１３年に茨城県警科学捜査研究所
で退職されました。事件が発生すると昼夜関係なく現場
に向かい、大きな事件ともなると、
数日間不眠不休で仕事に当たったこ
ともあったそうです。大串さんは
「１回も入院したことがないように、
健康で勤められたことが一番。家族
がいてくれたからこそです」と、勤
務された３９年間を振り返ってくださ
いました。

瑞宝単光章
大串　猛さん
（菅谷）

平成２４年度
　春の褒章・叙勲、危険業務従事者叙勲
　　受章おめでとうございます
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市
の
指
定
文
化
財
に

　

２
月　

日
、
那
珂
市
教
育
委
員
会
は
駒

１７

形
神
社
本
殿
（
建
造
物
）
と
鹿
嶋
八
幡
神

社
（
額
田
神
社
）
の
狛
犬
【
木
造
一
対

（
彫
刻
）、
陶
造
一
体
（
工
芸
品
）】
を
新
た

に
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
文
化

財
に
は
、
大
別
し
て
有
形
文
化
財
、
無
形

文
化
財
、
民
俗
文
化
財（
有
形
・
無
形
）、
記

念
物
（
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
）、
埋

蔵
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
有
形
文
化
財
の

中
に
は
神
社
・
寺
院
な
ど
の
建
造
物
等
、

ま
た
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
・
書
跡
・
歴

史
資
料
・
古
文
書
・
考
古
資
料
な
ど
の
芸

術
工
芸
品
等
、
天
然
記
念
物
、
史
跡
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
無
形
文
化
財
に
は
能
楽
・

音
楽
な
ど
の
芸
能
、
陶
芸
・
木
竹
金
工
な

ど
の
工
芸
技
術
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

国
や
県
・
市
段
階
の
指
定
を
受
け
て
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
那
珂
市
内
に
は

国
指
定
文
化
財
が
４
点
、
県
指
定
文
化
財

が　

点
、
市
指
定
文
化
財
が　

点
で
合
計

２６

５４

　

点
の
指
定
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

８４
　

文
化
財
は
先
人
た
ち
の
優
れ
た
歴
史

的
・
文
化
的
遺
産
で
す
。
指
定
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
大
切
に
保
存
し
て
ま
い
り
た

い
も
の
で
す
。

　

駒
形
神
社
の
本
殿
は
１
間
流
れ
造
り
の

社
殿
で
、
３
面
に
は
ケ
ヤ
キ
材
の
浮
彫
刻

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
部
の
墨
書
に
は

「
安
永
十
年
（
１
７
８
１
）
正
月
府
中
住
嶋

村
伊
三
郎
好
寛
」
と
あ
り
、
制
作
者
お
よ

び
年
代
が
明
ら
か
で
す
。
彫
刻
の
内
容

は
、
２
面
に
八
幡
太
郎
源
義
家
に
関
す
る

合
戦
お
よ
び
武
将
の
対
面
の
場
面
が
あ

り
、
他
の
一
面
は
竜
宮
城
の
場
面
と
思
わ

れ
ま
す
。

◆
駒
形
神
社
本
殿

　

ま
た
、
本
殿
長
押
上
の
彫
刻
、
向
拝
柱

の
紅
梁
上
の
彫
刻
も
き
め
細
や
か
に
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
殿
勾
欄
（
こ
う
ら
ん
）

の
擬
宝
珠
（
ぎ
ぼ
し
）
に
は
、
享
和
元
年

（
１
８
０
１
）「
南
酒
出
村
駒
形
大
明
神
」

の
銘
が
あ
り
ま
す
。
本
殿
の
彫
刻
年
代
と

　

年
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
享
和
元
年
は

２０勾
欄
の
修
復
年
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

武
士
が
登
場
す
る
２
面
の
中
で
、
武
将

部
分
が
削
り
取
ら
れ
破
損
し
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
は
、
昭
和　

年
（
１
９
４
５
）

２０

の
敗
戦
の
結
果
、
進
駐
軍
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の

神
道
指
令
を
は
じ
め
軍
国
主
義
的
要
素
を

排
除
す
る
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
武
将
部
分
も
該
当
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
た
神
社
関
係
者
に
よ
り

削
り
取
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
彫
刻
部
分
に
一
部
損
壊

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
起
因
も
歴
史
的
事

実
と
し
て
重
要
で
す
。

　

狛
犬
は
神
殿
の
中
や
外
に
据
え
ら
れ

て
、
ご
神
体
を
守
護
す
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
阿
形
と
吽
形
の
木
造
狛
犬
一

対
は
、
額
田
の
八
幡
神
社
が
創
建
さ
れ
た

建
長
年
間
（
１
２
４
９
〜
１
２
５
５
）
以

降
の
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
形
状
は
、
阿
形
の
全
高
が

　

・
０�
、
体
長
は　

・
５�
で
吽
形
の

４２

４３

全
高
は　

・
２�
で
体
長
が　

・
７�
で

４２

３４

す
。
両
形
と
も
頭
を
立
て
て
正
面
を
向
い

て
い
ま
す
。
鬣
（
た
て
が
み
）
は
単
純
模

様
で
、
耳
は
小
さ
い
。
眼
部
は
大
き
く
、

頭
部
全
体
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。
胸
部
は
豊

か
で
前
脚
肢
は
揃
え
て
太
く
短
い
。
蹲
踞

（
そ
ん
き
ょ
）し
た
全
体
の
姿
は
重
量
感
が

あ
り
ま
す
。

〈
木
造
狛
犬
〉

◆
鹿
嶋
八
幡
神
社

　
（
額
田
神
社
）狛
犬
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基
本
材
料
は
ヒ
ノ
キ
材
で
、
頭
部
と
前

脚
部
・
胴
材
と
の
２
枚
製
に
よ
る
寄
木
造

で
す
。
吽
形
の
鼻
先
・
胸
を
別
材
で
矧

（
は
）ぎ
、
各
矧
ぎ
目
は
鎹（
か
す
が
い
）で

止
め
て
い
ま
す
。
現
状
は
白
木
の
彫
像
の

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
顔
料
の

残
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
当
初
は
、
表
面
に

ニ
カ
ワ
で
布
を
貼
り
付
け
、
そ
の
上
に
胡

粉
（
ご
ふ
ん
）
を
塗
っ
た
彩
色
仕
上
げ
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

鹿
嶋
神
社
神
殿
前
に
据
え
ら
れ
た
陶
製

（
瓦
製
）
素
焼
の
狛
犬
で
、
本
来
は
阿
形
・

吽
形
一
対
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
吽

形
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
の

永
享　

年
（
１
４
４
０
）
以
降
の
作
と
思

１２

わ
れ
、
形
状
は
全
高
が　

・
４�
、
体
長

３３

は　

・
５�
で
す
。
頭
を
立
て
前
脚
・
臂

２７
（
ひ
じ
）を
張
り
正
面
上
部
を
向
い
て
い
ま

す
。
耳
は
低
く
、
目
は
開
き
、
鬣
（
た
て

が
み
）
は
単
純
模
様
で
す
。
歯
牙
（
し
が
）

の
一
部
を
覗
（
の
ぞ
）
か
せ
な
が
ら
坐
し

た
全
体
の
姿
は
、
シ
ン
プ
ル
で
ス
マ
ー
ト

で
す
。
右
前
の
脚
肢
を
欠
い
て
い
る
の
が

惜
し
ま
れ
ま
す
。

〈
陶
製
狛
犬（
吽
形
）〉

◆木造狛犬（左上・右上）と、陶製狛犬（左下・右下）

　

７
月
９
日
に
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
と
な
り
、
住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
、
外
国

人
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
住
民
基
本
台
帳
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
新
制
度
の
対
象
と
な
る
外

国
人
は
、
日
本
人
と
同
様
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
国
人
住
民
の

皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
や
、
行
政
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

適
法
に
３
か
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外
国
人
で
住
所
を
有
す
る
か
た

※
在
留
資
格
の
な
い
か
た
や
、
在
留
資
格
が
「
短
期
滞
在
」
な
ど
の
か
た
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

○
主
な
変
更
内
容

①
外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ
住
民
票
の
写
し
が
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
と
日
本
人
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
で
は
、
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
が
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
は
交
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

②
外
国
人
登
録
証
明
書
に
か
わ
り
、
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永
住
者
証
明
書
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
新
制
度
開
始
後
も
一
定
の
期
間
「
在
留

カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
在
留
カ
ー

ド
等
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
は
引
き
続
き
所
持
し
て
く
だ
さ
い

③
在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期
間
の
更
新
な
ど
、
従
前
は
入
国
管
理
局
と
市
役
所
の

両
方
で
必
要
だ
っ
た
手
続
き
が
、
入
国
管
理
局
で
手
続
き
す
る
だ
け
で
、
市
役
所

へ
の
手
続
き
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

　

毎
週
日
曜
日
に
市
民
課
の
窓
口
を
開
庁
し
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
証

明
書
の
一
部
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
基
本
台
帳
法
改
正
に
伴
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
改
修
作
業
を
行
う
た
め
、
７
月
８
日
の
日
曜
開
庁
は
休
止
い
た
し
ま
す
。

７
月
８
日
の
日
曜
開
庁
は
お
休
み
し
ま
す

歴
史
民
俗
資
料
館

�
２
９
７
・
０
０
８
０

問
い
合
わ
せ

市
民
課
戸
籍
・
窓
口
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
〜
１
５
５
）

問
い
合
わ
せ

７
月
９
日

７
月
９
日（
月
）か

（
月
）か
ら

外
国
人
に
関
す
る
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　

外
国
人
に
関
す
る
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

７
月
９
日（
月
）か
ら

　
　
　

外
国
人
に
関
す
る
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す



８

�������	
��
���	���������

自宅で入浴、排せつ、食事などの介護を行います。居宅介護
介護者が病気などの場合、短期間、施設で預かります。短期入所
施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的活動などの機会を提供します。生活介護
障がい児の日常生活動作の指導や適応訓練などを行います。児童発達支援、放課後等デイサービス
就労を希望する人（就労が困難な人も含む）に生産活動、知識や能力の向上のための訓練
の機会を提供します。就労移行支援、就労継続支援

地域での共同生活の場を提供します。ケアホーム、グループホーム
施設に入所する人に、主に夜間、入浴や排せつ、食事などの介護を行います。施設入所支援

�介護給付・訓練等給付・障害児通所給付費（主なものを抜粋）

利用の際は社会福祉課へ申請してください。なお、
障がいの種類や程度等により受けられるサービスが
制限されますので事前にご相談ください。

障がいの種類（身体障がい、知的障がい、精神障が
い）にかかわらず、障がいのあるかたが自立と社会
参加を実現するために、各種法律や制度に基づいて
障がい福祉のサービスを実施しています。
※本市においては、平成２４年度から法令等
の名称を除き、「障害」の表記は「障がい」
とします。

●●那珂市の障がい福祉那珂市の障がい福祉

�������	��������	�

�������	
��
�������	
��

����

�２９５－２９４４　FAX２９５－６９３１指定相談支援事業所（那珂市社会福祉協議会）
障がい福祉に関する相談に総合的に対応するため、那珂市社会福祉協議会へ委託しています。

社会福祉課障がい者支援グループ　�２９８－１１１１身体障害者相談員・知的障害者相談員
身体障害者相談員（４人）と知的障害者相談員（１人）が市長から委託を受けて、地域での相談活動に従事しています。

�２２１－４９９２茨城県福祉相談センター
そ
の
他
の
相
談
窓
口

児童相談所、身体および知的障害者更生相談所の機能を統合した機関です。
�２３１－６２２１ハローワーク水戸

障がいのあるかたの就職相談やあっ旋を行っています。
�０２９６－７７－７３７３茨城障害者職業センター

障がいのあるかたの職業指導や作業、講座による訓練など、就業に関する支援を行っています。
�２０２－２２２１障害者就業・生活支援センターＫＵＩＮＡ（クイナ）

就業面と日常生活面における支援を一体的に行っています。

外出の際に移動の支援をします。移動支援
日中活動の場を提供し、障がい者と介護者の日常生活を支援します。日中一時支援
障がいに応じた日常生活用具（特殊寝台、入浴補助用具、たん吸引器、情報通信支援用
具、ストマ装具など）を給付する他、住宅改修費を助成します。日常生活用具の給付等

手話通訳者や要約筆記奉仕員を派遣します。コミュニケーション支援
身体障がい者のかたに、自宅での入浴サービスを提供します。訪問入浴サービス

身体障がい者のかたで就労等の社会参加を目的とする場合に費用の一部を補助します。自動車運転免許取得費・自動車
改造費の補助

創作的活動や生産活動などを実施し、日中活動の場を提供します。市では、市社会福祉協
議会のほか、ひたちなか市と水戸市の３事業所にセンター設置の委託等をしています。地域活動支援センター

� 地域生活支援事業

障害者手帳の交付（身体・知的・精神）／各種手当（特別障害者手当、障害児福祉手当、特別児童扶養手当、在宅心身障害
者（児）福祉手当）／タクシー利用助成／医療福祉制度（マル福）／障害基礎年金／心身障害者扶養共済制度／NHK受信料減
免／有料道路割引／税金の控除・減免（所得税、住民税、自動車税など）／公共交通運賃割引／紙おむつ等購入費助成／身
体障がい者の駐車禁止の除外

������ それぞれ該当する要件や手続きがあります。お問い合わせの際は、担当窓口に取り次ぐこと
があります。

問い合わせ
社会福祉課障がい者支援グループ（内線１２６・１２７・１２８）

� 補装具の支給　障がい者（児）に対し、車いすや義肢、
義眼、補聴器などの補装具の購入・修理に要する費用の一
部を支給します。

� 自立支援医療　精神通院にかかる医療費や、身体の障が
いの軽減や機能を回復する医療にかかる費用の一部を公費
で負担します。



広報なか６月号９

　

歯
並
び
に
は
乳
歯
列
（
子
ど
も
の
歯
の

み
）、
混
合
歯
列
（
乳
歯
と
永
久
歯
の
混

じ
っ
た
状
態
）、
そ
し
て
永
久
歯
列
（
大
人

の
歯
）
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
咬
合
、
す
な
わ
ち
歯
の
咬
み
合

わ
せ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歯
列
期
に
許
容

で
き
る
咬
み
合
わ
せ
が
存
在
し
ま
す
。

　

咬
合
異
常
の
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
、
一
般

の
か
た
が
簡
単
に
咬
合
異
常
を
見
つ
け
ら

れ
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
上
の
歯
と
下
の
歯
が
、
き
ち
ん
と
咬

ん
で
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
真
ん
中

が
一
致
し
て
い
る
か
。

②
咬
ん
だ
時
に
上
下
の
歯
並
び
の
間
に

隙
間
が
な
い
か
。

③
下
の
歯
が
、
上
の
歯
並
び
か
ら
前
に

出
て
い
な
い
か
。

　

子
ど
も
た
ち
の
歯
は
、
成
長
と
と
も
に

乳
歯
列
か
ら
、
混
合
歯
列
、
永
久
歯
列
へ

と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
永
久
歯
列

交
換
時
期
以
前
に
悪
習
癖
（
指
し
ゃ
ぶ
り

の
継
続
、
タ
オ
ル
を
噛
ん
で
寝
る
、
横
向

き
・
俯
せ
に
な
っ
て
寝
る
、
口
で
呼
吸
す

る
、
な
ど 
）
が
あ
る
と
、
咬
合
異
常
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

咬
み
合
わ
せ
の
異
常
へ
の
治
療
は
、
各

歯
列
期
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
り
ま
す
。

お
子
様
の
咬
み
合
わ
せ
に
異
常
を
感
じ
た

り
、
歯
科
健
診
に
お
い
て
指
摘
を
受
け
た

場
合
は
、
歯
科
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

咬
合
異
常
に
対
し
て
の
矯
正
治
療
は
長

い
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
歯
科

医
師
の
診
断
を
早
い
時
期
に
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

���� �����

小林デンタルクリニック
小林克男　先生
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水
害
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に

久
慈
川
水
系
連
合
水
防
訓
練
を
久
慈
川
河
川
敷
で
実
施

　

久
慈
川
水
系
連
合
水
防
訓
練
を
５
月　
１９

日
に
粟
原
町
地
先
の
久
慈
川
河
川
敷
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

連
合
水
防
訓
練
は
、
出
水
期
を
控
え
た

こ
の
時
期
に
、
久
慈
川
水
系
の
市
村
が
、

水
防
体
制
の
強
化
と
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
那
珂
市
水
防
団
の
ほ
か
、
常
陸
太
田

市
、
日
立
市
、
常
陸
大
宮
市
、
東
海
村
の

各
水
防
団
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
連
合
水
防
訓
練
本
部
長
で
あ

る
海
野
市
長
の
指
揮
の
も
と
、「
土
の
う

こ
し
ら
え
」、「
竹
と
げ
」、「
木
流
し
」、

「
む
し
ろ
張
り
」、「
五
徳
縫
い
」、「
折
り
返

し
」、「
積
土
の
う
」、「
月
の
輪
」
工
法
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
竹
と
げ
」
工
法
と
は
、
各
種
水
防
工
法

に
使
用
す
る
竹
の
先
端
を
尖
ら
せ
る
も
の

で
す
。「
木
流
し
」
工
法
お
よ
び
「
む
し
ろ

張
り
」
工
法
と
は
、
堤
防
の
川
側
斜
面
の

深
堀
れ
（
洗
掘
）
の
進
行
を
抑
え
る
工
法

で
、
投
入
し
た
樹
木
の
抵
抗
力
や
む
し
ろ

（
現
在
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
使
用
）に

骨
組
み
材
や
重
し
土
の
う
を
取
り
付
け
た

状
態
で
河
川
に
投
入
し
直
接
堤
防
を
保
護

す
る
も
の
で
す
。「
五
徳
縫
い
」工
法
お
よ

び
「
折
り
返
し
」
工
法
は
、
堤
防
の
天
端

や
裏
側
に
亀
裂
が
生
じ
た
場
合
に
竹
の
弾

力
性
を
利
用
し
亀
裂
の
拡
大
を
防
ぐ
も
の

で
す
。「
月
の
輪
」
工
法
は
、
堤
防
か
ら
漏

水
し
て
い
る
場
合
、
漏
水
箇
所
周
辺
に
土

の
う
を
月
の
輪
状
に
積
み
上
げ
水
深
を
保

つ
こ
と
に
よ
り
、
川
側
と
の
水
位
差
を
小

さ
く
し
、
漏
水
量
の
増
加
を
抑
え
、
堤
防

内
部
の
土
砂
流
出
に
よ
る
決
壊
を
防
止
す

る
も
の
で
す
。　

　

那
珂
市
水
防
団
は
、
今
回
の
水
防
訓
練

を
は
じ
め
、
水
害
か
ら
市
民
を
守
る
た
め

に
日
夜
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

消防本部�２９５‐２１１１問い合わせ



１０
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こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
５
２
〜
２
５
４
）

問い
合わせ

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
子
ど
も
手
当
の

２４

名
称
が
変
更
と
な
り
「
児
童
手
当
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
６
月
分
か
ら
は
所
得

２４

制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
児
童

中
学
校
修
了
前
（　

歳
到
達
後
最
初
の

１５

年
度
末
）
の
児
童

※
平
成
９
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ

た
児
童

■
児
童
手
当
の
月
額
（
所
得
制
限
あ
り
）

　

所
得
制
限
以
内

　

３
歳
未
満　

一
律　

１
５
０
０
０
円

　

３
歳
以
上

　
　

第
１
子
・
２
子　

１
０
０
０
０
円

　
　

第
３
子
以
降　
　

１
５
０
０
０
円

　

中
学
生　
　

一
律　

１
０
０
０
０
円

　

所
得
制
限
を
超
え
た
か
た

　
　
　
　
　
　

一
律　
　

５
０
０
０
円

※
子
ど
も
の
数
は
、　

歳
到
達
後
最
初
の

１８

年
度
末
ま
で
を
数
え
ま
す
。

■
支
払
時
期

　

６
月
・　

月
・
２
月

１０

※
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
お

子
様
へ
は
、
保
護
者
で
な
く
施
設
設
置

者
へ
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
請
求
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
那
珂
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
中
学
校
修
了
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
公
務
員
の
か
た
は
勤
務
先
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。（
独
立
行
政
法

人
等
に
お
勤
め
の
か
た
は
、
市
こ
ど
も
課

で
の
請
求
に
な
り
ま
す
）

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
所
得
制

限
限
度
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

　

平
成　

年
中
の
所
得
を
も
と
に
確
認
を

２３

し
ま
す
。
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
か

た
は
所
得
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
確

定
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
１
月
１
日
に
那
珂
市

２４

に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
か
た
は
、
所
得

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
１
月
１
日
に

住
所
が
あ
っ
た
市
町
村
に
て
『
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
』
や
『
住
民
税
決
定
証
明

書
』（
所
得
・
扶
養
人
数
が
記
載
し
て
あ
る

も
の
）
な
ど
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　

６
月
の
児
童
手
当
定
期
払
時
に
、
那
珂

市
か
ら
手
当
を
受
け
取
っ
た
か
た
は
、『
現

況
届
』を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

現
況
届
は
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況

を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い

と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
『
現
況
届
』
は
、
市
か
ら
現
在
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
６
月　

日
ま
で
に
必
要
書

３０

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
子
育
て
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
趣
旨
を
も
と
に
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
受
給
者
は

児
童
手
当
の
趣
旨
に
従
い
手
当
を
子
ど
も

の
健
や
か
な
育
ち
の
た
め
に
有
効
に
活
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
務
を
定

め
て
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
手
当
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
育
料
を
児
童
手
当
か
ら
本
人

の
同
意
を
得
な
く
て
も
特
別
徴
収
す
る
仕

組
み
や
学
校
給
食
費
等
を
本
人
の
同
意
に

よ
り
児
童
手
当
か
ら
徴
収
で
き
る
仕
組
み

等
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

■平成２４年度所得制限限度額（控除後の所得）
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所得額扶養親族等
の数

６２２万円０人

６６０万円１人

６９８万円２人

７３６万円３人

７７４万円４人

８１２万円５人

�
�
�
�
�
�
�
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

○小中学校、幼稚園 ○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

５月８日０．０９６本米崎小学校

学校教育課

５月９日０．１０７横堀小学校

５月７日０．０８９額田小学校

５月７日０．１０３菅谷小学校

５月８日０．０９２菅谷東小学校

５月８日０．１０４菅谷西小学校

５月８日０．１０３五台小学校

５月８日０．１１１戸多小学校

５月７日０．１１２芳野小学校

５月８日０．０９９木崎小学校

５月８日０．１０４瓜連小学校

５月９日０．１０１横堀幼稚園

５月９日０．０９５額田幼稚園

５月７日０．０８５菅谷幼稚園

５月８日０．１１１菅谷西幼稚園

５月９日０．１１９五台幼稚園

５月８日０．１０７芳野幼稚園

５月８日０．０７５那珂第一中学校

５月８日０．０９５那珂第二中学校

５月８日０．１０９那珂第三中学校

５月８日０．０８０那珂第四中学校

５月８日０．０９２瓜連中学校

５月９日０．０９６茨城学園

５月８日０．０６７ナザレ幼稚園

５月８日０．１０５さいせい幼稚園

５月９日０．０８０大成学園幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

５月１１日０．０９５保健センター（ひだまり）保健センター

５月１１日０．１０４中央公民館

生涯学習課

５月１０日０．０８９図書館

５月８日０．１１３那珂総合公園

５月８日０．１２０歴史民俗資料館

５月８日０．１２０ふれあいの杜公園

５月９日０．１０８ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
５月９日０．１１７ふれあいセンターごだい

５月９日０．１０１ふれあいセンターよしの

５月９日０．１０５総合センターらぽーる

５月１０日０．１２３那珂聖苑那珂聖苑

５月１４日０．１２４中谷原公園
都市計画課

５月１４日０．１０１宮の池公園

５月８日０．１０２一の関ため池親水公園
商工観光課

５月８日０．１２３静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

５月７日０．０９５菅谷保育所

こども課

５月７日０．０９１額田保育所

５月７日０．１１８芳野学童保育所

５月７日０．０９８かしま台保育園

５月９日０．１００瓜連保育園

５月８日０．１０７ゆたか保育園

５月９日０．０８９ごだい保育園

５月７日０．０９７子育て支援センター

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
保健センター 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。



１２

　

４
月　

日
・　

日
に
東
京
体
育

１４

１５

館
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
２
国

際
親
善
空
手
道
選
手
権
大
会　

組

手
／
５
歳
男
女
混
合
の
部
」
で
、

木
戸
玲
仁
さ
ん
（
瓜
連
）
が
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
木
戸
さ
ん
は
県

大
会
、
関
東
大
会
を
勝
ち
抜
い
て

こ
の
国
際
大
会
に
出
場
し
、
見
事

に
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

木
戸
さ
ん
は
、
今
後
の
目
標
に

つ
い
て
は
、「
全
部
の
大
会
で
優
勝

し
た
い
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
今
後
の
一
層
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

極
真
空
手
国
際
大
会
で
優
勝

消
費
者
月
間
を
�
�

　

５
月　

日
、
消
費
者
月
間
統
一

２２

テ
ー
マ
「
安
全
・
安
心
・
い
ま
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
」
の
Ｐ
Ｒ
を
イ

オ
ン
那
珂
町
店
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
那
珂
市
内
の
消
費
者
団
体

「
那
珂
市
生
活
学
校
」、「
那
珂
市

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
」、「
新
日
本
婦
人
の
会
那
珂
支

部
」、「
い
ば
ら
き
コ
ー
プ
北
西
エ

リ
ア
会
」、「
ス
ワ
ン
暮
ら
し
の
会
」

の
５
団
体
の
会
員
が
、
啓
発
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
を
来
店
者
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
で

は
、
救
援
体
制
の
強
化
を
目
的
に

昭
和　

年
か
ら
毎
年
、
県
内
の
日

４６

赤
地
区
分
区
に
対
し
赤
十
字
救
援

車
を
配
備
し
て
お
り
、
東
日
本
大

震
災
で
も
被
災
者
救
援
の
た
め
物

資
搬
送
や
情
報
収
集
な
ど
で
活
躍

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
那
珂
市
を
は
じ
め

８
市
村
に
配
備
さ
れ
、
災
害
時
の

救
援
物
資
の
配
布
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
赤
十
字
事
業
や
、

そ
の
他
福
祉
活
動
な
ど
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
救
援
車
が
配
備
さ
れ
る

オ
�
ク
リ
ッ
ジ
市
助
役
訪
問

　

４
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
国

２１

２３

際
親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
・
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
の
シ
テ
ィ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
マ
ー
ク
・

ワ
ト
ソ
ン
氏
と
、
ジ
ェ
ナ
・
ワ
ト

ソ
ン
夫
人
の
２
人
が
、
那
珂
市
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

懇
談
の
席
上
、
最
初
に
海
野
市

長
か
ら
、
昨
年
の
大
震
災
に
際
し

て
の
援
助
に
対
し
あ
ら
た
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
の
し
る
し
と
し
て

記
念
品
を
贈
呈
し
友
好
を
再
確
認

し
ま
し
た
。



広報なか６月号１３

ノ
コ
ギ
リ
の
奏
で
る
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

　

環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議
総
会

で
、「
い
ば
ら
き
森
林
ク
ラ
ブ
那

珂
支
部
」（
代
表
岡
村
光
雄
さ
ん
）

が
環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議
議
長

か
ら
郷
土
の
保
全
と
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
に
貢
献
し
た
と
し
て
表

彰
を
受
け
、
５
月
９
日
、
海
野
市

長
に
受
賞
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
部
門
の
表
彰
で

戸
多
小
学
校
児
童
が
中
心
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
る
「
那
珂
市
森
林

愛
護
隊
」
も
日
頃
の
環
境
保
全
活

動
を
評
価
さ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議
で
表
彰

根
本
正
顕
彰
会
公
開
講
演
会

　

５
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
、

２７

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
で
あ
り
同
会

顧
問
の
加
藤
純
二
さ
ん
に
よ
り

「
明
治　

年
末
の
教
科
書
疑
獄
事

３５

件
と
教
科
書
国
定
化
案
に
反
対
し

た
根
本
正
代
議
士
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
教
科
書
国
定
化
案
に
一
人
敢

然
と
反
対
し
た
根
本
正
は
、
那
珂

市
ゆ
か
り
の
藤
田
東
湖
の
『
正
気

の
歌
』
に
あ
ふ
れ
る
不
屈
の
精
神

に
通
じ
る
。
二
人
は
諸
民
族
の
独

立
尊
重
等
相
通
じ
る
」
と
結
び
、

参
加
者
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

２６

ぽ
ー
る
で
、「
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
か
総
会
」
と
「 
男 
と 
女 
輝
い
て

ひ
と 

ひ
と

生
き
る
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
か
は
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
市
内

の
女
性
団
体
で
構
成
さ
れ
、
互
い

に
協
力
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。
総
会
で
は
、
議
案
の
提

案
や
承
認
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
役

員
改
選
も
行
わ
れ
、
新
体
制
で
の

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
男
女
共
同
参
画
啓

発
事
業
と
し
て
、
ノ
コ
ギ
リ
を
奏

で
る
「M

usic
Saw
」
奏
者
滝
川

 
順  
雄 
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
コ
ン

よ
り 
お

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

演
奏
が
始
ま
る
と
、
ノ
コ
ギ
リ
か

ら
出
る
音
と
は
思
え
な
い
美
し
く

繊
細
な
音
色
が
会
場
に
響
き
渡

り
、
来
場
者
の
心
を
和
ま
せ
ま
し

た
。
会
場
内
か
ら
は
、
美
し
い
音

色
と
初
め
て
の
体
験
に
、
感
動
の

拍
手
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

滝
川
さ
ん
は
、
ノ
コ
ギ
リ
演
奏

を
通
じ
、
福
祉
関
係
・
教
育
関
係

の
各
種
団
体
の
研
修
会
等
で
講
演

を
行
う
一
方
、
介
護
施
設
等
の
慰

問
も
行
っ
て
い
ま
す
。

滝
川
順
雄
さ
ん
の
演
奏



１４

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９６３人

　（平成２４年４月末現在・

 前月比２３６人増）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億１，１７７万円

　（平成２４年４月・

 前月比２，４６０万円増）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 人の動き �

那珂市の人口（５月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４６８人 （－１１）
　女　　　２８，３３８人 （－１８）
　計　　　５５，８０６人 （－２９）
世帯数　　２１，１８２世帯　（＋４０）

○出生　３２人
○死亡　４９人

（４月１日～３０日）

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） １期

○介護保険料（普通徴収） ２期

納期限：７月２日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７４・１７５
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　あん・しん・ねっと事業の見直
しに伴う災害時要援護者支援ネッ
トワーク構築についての報告が、
５月９日、あん・しん・ねっと推
進会議の神尾多門委員長から海野
市長にありました。
　この事業は住民主体の見守り活
動と関係者・行政との協働による
要援護者支援のための事業です。
　昨年の大震災時の課題を踏ま
え、災害時に関係者の情報共有が
十分機能するよう、災害時におけ
る要援護者支援ネットワークの構
築についてまとめたものです。

　農地（田・畑）に雑草が繁茂して、
近隣の農地や生活環境に影響を及ぼす
箇所が見受けられます。
　ご自分の所有または借り受けている
農地は、草刈り、耕起等を行い周囲に
迷惑をかけないよう、適正な管理をお
願いします。
問い合わせ／農業委員会事務局　

�２９８－１１１１　内線２４０

農地の適正な管理について

土金木水火月日
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善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

４月１５日～５月１４日（敬称略）

常陸鴻巣駅ふれあい駅舎
ワーキング委員会 ２，６９５円
匿名 ６００円
野木　利三郎 １７，９００円
菅谷　柏村 ５０，０００円
萩谷 ３０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１



広報なか６月号１５

日時／７月４日（水）、１１日（水）、
１８日（水）、２５日（水）

　　　いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／
那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉
センター「ひだまり」内） �２９８－８８８１

　茨城県内では、毎年１００件前後の農
作業事故が報告されています。その中
でも特に多いのが「転落・転倒事故」
となっております。主な事故要因とし
て、「慣れによる事故」、「体調や気分に
よる事故」、「うっかりミス等による事
故」等が考えられます。
　事故を未然に防ぐためにも、農作業
機の取扱説明書を熟読し、日々の整備
点検、点検修理時にはエンジンの停止
等を心がけましょう。なお、万全な体
調で農作業を実施し、「ヒヤリ・ハット
する体験」をなくしていきましょう。
問い合わせ／
農政課農業振興グループ
�２９８－１１１１　内線２３５・２３６

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

心配ごと相談

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

１日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

８日　岡田クリニック （後台）
�２７０－８１８８

１５日　ルリア記念クリニック （中里）
�２９６－３３３３

１６日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

２２日　かぼちゃクリニック　（横堀）
�３５２－１１０７

２９日　塙内科消化器科 （後台）
�２９５－２１１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

７月の休日当番医

　市立図書館では、空いている時間を
利用して、図書館業務をお手伝いして
いただけるボランティアを募集します。
活動内容／
○図書資料の配架
○絵本、紙芝居の読み聞かせ
○図書の修理
○対面朗読
○その他（イベントの補助、広報等）
募集対象者／
　市立図書館の利用登録をしている高
校生以上で、図書館に関心を持ち、年
間を通じて活動できるかた
活動日／原則として開館日
応募方法／
　申込書に必要事項を記入のうえ、図
書館に持参してください。
※申込書は、図書館窓口または図書館
ホームページから取得できます
申し込み・問い合わせ／
市立図書館　�３５２－１１７７

　農業委員会では、市内のすべての農
地を対象に、農業委員と農業委員会事
務局が次の事項について農地パトロー
ルを実施します。
○目視による遊休農地の把握
○農地法の許可（届出）案件の履行状
況調査・確認
○農地の違反転用の早期発見
調査期間／６月～８月
調査対象地域／市内のすべての農地
問い合わせ／
農業委員会事務局
�２９８－１１１１　内線２４０

農作業中の転倒・転落事故に
ご注意ください

日時／７月３日（火）１３：００～１７：００
　　　　　１７日（火）１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

図書館ボランティア募集

農地パトロールの実施
（利用状況調査）



１６

■作り方

　①粉ゼラチンを大さじ６杯の水に振り込んで５分ほど置く。
　②レモンはしぼっておく。
　③①を湯煎にかけてとかし、すぐに砂糖を加え、とけてきたら

火からおろし完全にとかす。
　④ボールに卵黄を入れてときほぐし、③を熱いまま入れて混

ぜ、ヨーグルト、生クリーム、②のレモンのしぼり汁を入れ、
なめらかに混ぜ合わせる。

　⑤器を水でぬらし、④を流し入れ、冷やして固める。
　⑥いちごは適当に飾り付ける。

■コメント
　夏の暑い時にはレモン汁の酸味がとても
サッパリとしておいしいです。甘味をもう
少しという時には砂糖を追加してください。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

後台（成人食部会）

秋山　梅子さん

ヨ�グルトケ�キ
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

　

那
珂
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
財
に
親
し
み
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
成
の
一
助
と
し
て
、『
那
珂
市
域
の
社
寺
祠
堂
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
①
神
社
、
②
寺
院
、
③
祠
堂
（
旧
村
社
以

外
の
神
社
お
よ
び
不
動
堂
・
観
音
堂
な
ど
）、
④
主
な

廃
寺
、
⑤
解
説
（
主
な
祭
神
、
神
社
・
寺
院
の
祭
祀

の
変
遷
）
の
５
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
形
状　

Ａ
４
版
、
１
５
７
頁

◆
定
価　

１
冊　

１
０
０
０
円

　

国
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
満　

歳
以
上
の
日
本
国
民
な
ら
選
挙
権
を
持
て
ま
す
が
、

２０

地
方
選
挙
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上
そ
の
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
満　

歳
以
上
の
日
本
国
民
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
犯
罪
な
ど
に
よ
り

２０

刑
に
処
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
、
選
挙
権
や
被
選
挙
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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選
挙
権
の
あ
る
人
で
も
、
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
３
月
、
６
月
、
９
月
お
よ
び　

月
の
年
４

１２

回
、
そ
れ
ぞ
れ
２
日
に
行
わ
れ
、
各
月
の
１
日
現
在
で
引
き
続
き
３
か
月
以
上
そ
の
市
区
町
村

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
満　

歳
以
上
の
日
本
国
民
が
登
録
さ
れ
ま
す
。 

２０

　

そ
の
他
に
、
各
選
挙
の
公
示
日
（
告
示
日
）
前
日
も
同
様
の
要
件
で
登
録
さ
れ
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問
や
、

知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。
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申
し
込
み

歴
史
民
俗
資
料
館

�
２
９
７
・
０
０
８
０

選
挙
い
ろ
い
ろ
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■材料（５～６人分）

　プレーンヨーグルト
　　　　　 ……………… ２カップ
　生クリーム …………… １カップ
　粉ゼラチン …………… ２０ｇ　　
　砂糖 …………………… ８０ｇ　　

　卵黄 ………………… ２個分　
　レモン汁 …………… １個分　
　いちご ……………… 適量　　
　水 …………………… 大さじ６

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ



広報なか６月号１７

廃
校
に
残
る
大
楠
百
千
鳥 

桜　

井　

筑　

蛙

妊
れ
る
介
護
士
活
き
い
き
四
温
晴 

益　

子　

春　

子

暴
風
に
耐
へ
て
こ
ぼ
さ
ぬ
梅
の
花 

雨　

宮　

文　

枝

遺
句
集
も
形
見
の
一
つ
春
彼
岸 

�
　

野　

祝　

子

節
回
し
申
し
分
な
き
初
音
か
な 

宇
佐
美　

和　

子

早
春
の
風
の
匂
ひ
て
畦
を
踏
む 

大　

森　
　
　

滿

底
知
れ
ぬ
力
孕
み
し
春
嵐 

飯　

島　

京　

子

春
塵
を
洗
ふ
如
く
に
雨
の
音 

藤　

岡　

み
ち
子

七
歳
の
記
念
樹
さ
が
す
苗
木
市 

筒　

井　

か
よ
子

よ
く
笑
ふ
児
が
ひ
と
り
ゐ
て
あ
た
た
か
し 

浅　

野　

と
し
子

【俳　句】あせび句会

【短　歌】ときわ短歌会　片岡明選

羽
化
終
え
て
春
の
林
の
風
に
の
り
揚
羽
舞
い
つ
つ
視
界
よ
り
消
ゆ 

や
ま
と
ち
ず
る

古
歌
知
り
て
枯
れ
る
を
惜
し
む
宇
野
女
史
の
助
け
の
あ
り
し
淡
墨
桜 

川　

上　

恵
美
子

新
緑
の
な
か
に
山
吹
咲
き
初
め
し
秩
父
の
山
に
霞
た
な
び
く 

小　

宅　
　
　

進

突
然
に
「
野
菜
十
五
種
言
っ
て
み
て
」
妻
の
テ
ス
ト
に
呆
け
は
ま
だ
ま
だ 

赤　

塚　

満　

夫

我
が
家
よ
り
先
に
住
ん
で
る
雉
子
家
族
畑
に
鍬
ふ
る
わ
れ
を
威
嚇
す 

山　

屋　

勝　

代

キ
ッ
チ
ン
の
窓
辺
の
胡
瓜
芽
を
出
せ
ど
双
葉
は
裏
を
見
せ
て
外
向
く 

武　

田　

八
重
子

雨
止
み
て
芝
生
に
集
う
椋
鳥
ら
お
辞
儀
す
る
ご
と 
蚯
蚓 
つ
い
ば
む 

海　

野　

宏　

幸

み
み
ず

十
人
目
の
曾
孫
に
対
面
し
た
母
は
震
え
る
両
手
に
し
っ
か
り
と
抱
く 

大　

森　

勝　

代

い
い
で
す
か
と
カ
メ
ラ
向
け
れ
ば
静
ま
り
て 
此
方 
向
く
顔
そ
れ
ぞ
れ
に
良
し 

草　

野　
　
　

豊

こ
ち
ら

大
型
の
連
休
な
る
も
家
に
い
て
喜
憂
し
見
入
る
渋
滞
情
報 

加　

藤　
　
　

要

結
ぶ
よ
り
ほ
ど
く
作
業
の
難
し
き
か
た
結
び
で
は
な
い
は
ず
な
の
に 

梅　

沢　

悦　

子

菅
谷 

小
林　
　

理
人 

好
孝

後
台 

安　
　
　

訓
伊 

誠
二

菅
谷 

飛
田　
　

空
美 

賢
司

額
田
南
郷 

小
林　
　

洋
登 

広
樹

菅
谷 

中
村　
　

奏
心 

知
彦

額
田
東
郷 

皆
川　
　

飛
早
人 

良
樹

菅
谷 

�
橋　
　

辰
司 

裕
徳

菅
谷 

坪
井　
　

こ
の
ん 

孝
徳

竹
ノ
内 

野
澤　
　

悠
真 

宏
起

菅
谷 

猿
田　
　

は
る
愛 

佳
宏

菅
谷 

野
口　
　

遥 

学　

竹
ノ
内 

山
田　
　

琉
偉 

学

向
山 

磯
崎　
　

愛
夏 

純

杉 

本
多　
　

陽
喜 

康
治

中
台 

宮
内　
　

伶
凌 

勝
也

鴻
巣 

大
塚　
　

ル
ナ 

宏
樹

菅
谷 

増
山　
　

幸
之
介 

康
一

菅
谷 

平
根　
　

遙
人 

将
人

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

後
台 

林　
　
　

正 

　

歳
７７

竹
ノ
内 

中
澤　
　

光
男 

　

歳
７８

後
台 

大
島　
　

ヨ
シ 

　

歳
９１

飯
田 

寺
門　
　

な
を 

　

歳
８８

瓜
連 

圷　
　
　

と
し
え 

　

歳
８６

額
田
東
郷 

澤
山　
　

ひ
ろ
み 

　

歳
７３

後
台 

井
上　
　

す
み
子 

　

歳
８５

東
木
倉 

箕
輪　
　

修 

　

歳
６９

静 

青
山　
　
�
枝 

　

歳
８４

下
大
賀 

秋
山　
　

信
一 

　

歳
９４

瓜
連 

寺
山　
　

敏
子 

　

歳
７９

横
堀 

山�
　
　

ひ
て 

　

歳
９２

横
堀 

山�
　
　

も
と 

　

歳
９２

中
台 

相
澤　
　

正
男 

　

歳
６０

本
米
崎 

関　
　
　

隆
子 

　

歳
５２

菅
谷 

西�
　
　

美
奈
子 

　

歳
５１

後
台 

古
橋　
　

文
夫 

　

歳
５２

菅
谷 

飯
塚　
　

尊�
 

　

歳
５２

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

臼
井　
　

結
愛 

一
裕

菅
谷 

�
橋　
　

幸
太
郎 

正
輝

菅
谷 

小
田
倉　

尚
太
郎 

正
博

菅
谷 

宮
本　
　

康
平 

淳　

飯
田 

宮
本　
　

奈
 々

達
也

菅
谷 

関
根　
　

愛
花
梨 

勇
輝

菅
谷 

池
元　
　

聖
莉 

竜
也

中
台 

米
川　
　

慣
美 

泰
史

竹
ノ
内 

鈴
木　
　

琉
翔 

陽
光

菅
谷 

平
山　
　

芽
衣 

満　

中
里 

本
田　
　

空
雅 

隆
馬

菅
谷 

深
澤　
　

星
琉 

修
一

戸 

茂
呂　
　

海
地 

勇
也

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月�

日
�
	
月�

日
届
出

��

��

敬
称
略
�

お
め
で
た

門
部 

海
野　
　

勝
男 

　

歳
８３

菅
谷 

古
目
谷　

護 

　

歳
７８

豊
喰 

岡
田　
　

な
か 

　

歳
９６

南
酒
出 

戸�
　
　

光
一 

　

歳
９２

福
田 

吉
原　
　
�
 

　

歳
８９

戸
崎 

寺
門　
　

誠
司 

　

歳
８３

後
台 

橋
本　
　

健 

　

歳
７７

飯
田 

鈴
木　
　

賢
三 

　

歳
８１

戸 

�
根　
　

秀
雄 

　

歳
９６

戸 

檜
山　
　

聿
子 

　

歳
７４

飯
田 

上
遠
野　

チ
カ
ノ 

　

歳
９４

菅
谷 

大
和
田　

博
文 

　

歳
８６

門
部 

戸
室　
　
�
女
男 

　

歳
７８

南
酒
出 

根
本　
　

七
郎 

　

歳
９９

瓜
連 

寺
門　
　

美
代
子 

　

歳
８７

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み






